














マンション（分譲の集合住宅）のストックは 540 万戸で、居住者は 1400 万人に達し日本の総住戸数、
総人口の 1割になる。特に大都市に多く立地し、今やマンションは戸建住宅持家に代わり国民的住

































































「炭鉱住宅」には日本で最初（1916）の RCの住宅も含まれており、やがて 100 年になる。もちろん
炭鉱は廃坑になって住宅部分には人は住んでいない。近年の “ 廃墟ブーム ” とかで多くの見学者が
訪れ、有名になった。
次は「同潤会住宅」である。同潤会により 1920 ～ 1930 年代に建設された数多くの RC造中層住
宅はごく最近ではほとんど建て替えられたとはいえ、デザインレベルも高くかつ本格的な耐震構造
の RC造集合住宅時代の幕を開いたことでも知られている。この同潤会中層集合住宅は 70 ～ 80 年
もの長期間にわったって使用されていることは注目してよい。















































































































































































































































2． 本稿は、近々出版予定の「マンション再生―二つの ”老い ” への挑戦―」（仮題）の一部である。合わせて読
んでいただければ幸いである。
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